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研究成果の概要（和文）：YOGが志向する若者の関心喚起、ジェンダー・ミックス及び団体種目のOGへの導入、開会式
におけるコーチの宣誓のOGへの導入など、YOGで試行した後、その効果を確認してOGへと取り入れていく傾向が確認さ
れた。一方、平和と環境運動においては、YOGにおいて平和と環境メッセージの希薄化傾向が窺え、今後の課題となる
ことが示唆された。YOGのCEPでは、参加者によるアウトリーチ・プログラム不足が顕著であり、OGへと反映される方向
性は確認できなかった。CEPが“Learn & Share”へと名前を変えたように、YOGに参加したアスリート達が自国で成果
を普及・伝達することが今後の課題であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：It was affirmed that there were tendencies that the many Youth Olympic Games 
systems which were aimed by YOG for the arousal of interest of young generation, gender-mixed and team 
events, and the oath of coach were introduced into the Olympic Games after the confirmation of those 
system’s effectiveness. On the other hands, in the peace and environment programs of YOG, because there 
was the glimpse of the rarefaction of peace and ecological messages, it was suggested that these 
tendencies will turn to the future tasks. In the Culture and Education Programs of YOG, there was no 
direction of reflection to the OG, because of the lack of the out-reach programs by the YOG participants. 
Moreover, according to the name change of CEP to “Learn & Share,” it was suggested that there is a 
future task that the YOG athletes should permeate and transmit their experiences to their generations in 
their home countries.

研究分野： オリンピック研究、スポーツ哲学
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１．研究開始当初の背景 
近代オリンピック競技大会復興から115年

経過し、現在のオリンピック競技大会
（Olympic Games: OG）はその肥大化、商業
主義化、メダル志向の勝利至上主義化、ドー
ピング違反や用具の不平等問題など様々な
問題を抱えている。しかし、OG のもつ平和思
想と教育思想という高邁な思想であるオリ
ンピズムへの支持を得て、またマスメディア
やスポンサーの経済的思惑や世界各国の政
治的思惑も含めて存続してきたといえる。こ
のような OG の文化的・社会的・経済的・政
治的な研究は多く積み上げられてきている
（J・パリー他(2008)オリンピックのすべて．
大 修 館 書 店 ,V ･ Girginov(2010) The 
Olympics: Critical Reader.他）。 
このような問題を少しでも再考し、オリン

ピック思想の原点に立ち返ろうとして 2010
年にはシンガポールで第 1回のユース・オリ
ンピック競技大会（Youth Olympic Games: 
YOG）が IOC の主導によって開催された。2012
年 2月にはインスブルックで初の YOG冬季大
会も開催されている。この YOG の目的は、ス
ポーツ離れしている若者達にスポーツの価
値を再考させ、反ドーピング教育や環境問題、
世界の異文化理解と交流を促進することに
あった（IOC website）。また、第 1回シンガ
ポール YOG の特徴は、全世界の 205 の NOC か
ら 14-18 歳の若者 3,600 人を一堂に集め、競
技 の みなら ず 文化と 教 育プロ グ ラ ム
(Culture and Education Program: CEP)を全
員に課したことである。この CEP の目的は、
オリンピックの価値を体験的・包括的に理解
することにあり、オリンピズム・スキル向
上・健康なライフスタイル・社会的責任・表
現力という 5テーマのもとに、チャンピオン
との対話・発見活動・世界文化・コミュニテ
ィ・島冒険旅行・探検活動の 7つのカテゴリ
ーの 50 プログラムが実施された。このよう
な新しいオリンピック文化創造への試みは
大いに評価されなければならない。しかし、
YOGのOGへの波及効果はまだ未着手の研究領
域であることも事実である。 
競技プログラム面では、若者の関心が高い

3on3 の導入や大陸別チーム編成など新しい
オリンピックの競技スタイルを模索した試
みが行われている。このような YOG における
新しいオリンピックの姿を模索する試みが
OG 自体の変容を来すような波及効果を生み
ことが予想され、さらに YOG と OG の様々な
類似したイベントやシステム間の相互作用
や波及効果も予想される。（YOG と OG の類似
イベントを比較すると、両大会の相異だけで
なく相互作用や波及効果の可能性が示唆さ
れている。）また、これまでの研究代表者の
オリンピック教育および平和運動に関する
研究実績が、本研究に裨益すること大であっ
た。 
 
２．研究の目的 

YOG が掲げているスポーツ競技と文化・教
育の融合およびオリンピックの価値や異文
化理解の促進という目的と OG の本大会が掲
げているスポーツを通した心身の調和のと
れた全人教育と平和な世界の構築への寄与
という目的の連接性について、実際の YOG 大
会と OG 大会を調査研究し、新しいオリンピ
ック文化創造の可能性について検証するこ
とである。なかでも、YOG と OG の競技プログ
ラムの相互作用効果、教育・文化プログラム
と平和運動に焦点を当て、その連接性を明ら
かにすることが目的である． 
 
３．研究の方法 
(1)調査対象の大会：本研究の研究期間（2011
年 4 月～2015 年 3 月）に開催予定の YOG と
OG の 4大会を調査対象として、①競技プログ
ラムの相互関係、②文化プログラムおよび教
育プログラム(CEP)、③平和運動に焦点を当
てて相互関係や波及効果について実態調査
を行う。さらに、既に終了したシンガポール
YOG を基点とするために当大会についても結
果報告書などの調査・分析を行う。 
 
(2)資料収集の対象と方法：YOG、OG 各大会に
関する資料と情報は以下のような方法で入
手し、分析･解釈する。①YOG、OG 各大会の招
致計画書、IOC の評価報告書、各大会の実施
計画書の入手（website 渉猟）、②オリンピッ
クシンポジウム、IOC オリンピック文化･教育
会議、IOC オリンピック環境会議など国際会
議における情報収集（発表情報および関係者
インタビュー調査：専門的知識の提供含む）、
③YOG、OG 各大会の関係者からの資料入手・
情報収集（インタビュー調査：専門的知識の
提供含む）、④YOG、OG 各大会の組織委員会の
website 情報の分析･解釈、⑤YOG、OG 各大会
の関連国際会議やプリ大会での情報収集、⑥
YOG、OG 各大会の開催期間中における現地情
報収集（聖火リレー、開会式や一般 CEP を含
む）。 
 
４．研究成果 
(1)2011 年度は以下のような研究を行った。
①2010 年シンガポール YOG の報告書および
IOC のデータを元に、2010-2016 の間に開催
際される YOG、OG の 4大会の全般的な計画概
要を調査分析した。特に、2010 年シンガポー
ル YOG の分析結果は、平和運動の不十分さと
参加者のアウトリーチ・プログラム不足の現
実を明らかにした。②2012 年 1月に開催され
たYOGインスブルック冬季大会の事前調査お
よび期間中の現地調査を主として行った。③
YOG の平和・教育プログラムおよび CEP 情報
等の入手・分析を行った結果、両プログラム
の効果と限界が明らかにされた。特に CEP で
は環境や平和運動への取り組みの不十分生
が示唆された。また、日本チームの事前準備
教育不足の課題が浮き彫りにされた。④2012
年ロンドン大会（OG）の事前資料収集と分析



を行ったが、国際聖火リレーの中止に見るよ
うな平和運動の不十分さと YOGの CEP 等の新
規プログラムとの効果的な連携については
未だ連携の途上にあると言わざるを得なか
った。⑤OGI というオリンピックの影響要因
の指標化によって、YOG および OG のポジティ
ブなレガシーとネガティブなインパクトの
研究も実施されているが、YOG でのレガシー
研究の遅れが示唆された。 
 
(2) 2012 年度は以下のような研究を行った。
①2012年インスブルック冬季YOG大会のデー
タ分析・まとめ、波及効果追跡研究を行った。
②2012 年ロンドン OG 大会の事前調査・現地
調査・データ分析を行った。③2014 年ソチ冬
季 OG 大会の前年度として、事前資料の収集・
分析を行った。④2012 年インスブルック冬季
YOG 大会の研究成果を国内外の国際オリンピ
ックシンポジウムで公表した。⑤2012 年「IOC
オリンピックと文化・教育会議」に参加して、
YOG・OG の情報収集を行った。YOG の特徴で
ある教育・文化プログラムの有効性とユニー
クな競技方式からYOGを通じたトランスナシ
ョナルな方向性について明らかにし、本大会
OG への敷衍の重要性について言及した。 
 
(3)2013 年度は以下のような研究を行った。
主に，2012年ロンドンOGの特徴の取り纏め、
中でもオリンピック教育と平和運動に焦点
を当てて取り纏めると共に、①2012 年ロンド
ンOGのまとめと波及効果追跡研究を行った。
②2014 年ソチ冬季 OG の資料収集分析・事前
調査・現地調査を行い、資料を分析した。③
2014 年南京 YOG の前年度として、オリンピッ
ク教育と平和運動に関する事前資料の収
集・分析を行った。④2012 年ロンドン OG の
研究成果を取り纏め、精神文化側面のオリン
ピック・レガシーの不十分性に関して国内・
国際学会で公表した。⑤2014 年ソチ冬季 OG
後のウクライナ問題などに関して情報を収
集した。 
 
(4)2014 年度は以下のような研究を行った。
①2014 年ソチ冬季 OG における新種目導入の
原理と方向性の分析、②2014 年南京 YOG にお
ける CEP と平和運動の現地情報収集、③2016
年リレハンメル冬季YOGの新種目導入の原理
と方向性の確認、④IOC の Olympic Agenda 
2020 の改革案に見る改革の方向性の確認、⑤
2012 年ロンドン OG における変化の方向性の
確認。 
 
以上のような 4年間の分析・解釈から、YOG

が志向する若者の関心喚起、ジェンダー・ミ
ックスおよび団体種目の OG への導入、開会
式におけるコーチの宣誓のOGへの導入など、
YOG で試行した後、その効果を確認して OG へ
と取り入れていく傾向が確認された。一方平
和と環境運動においては、YOG において平
和・環境メッセージの希薄化傾向が窺え、IOC

の今後の課題となることが示唆された。YOG
の CEP については、参加者によるアウトリー
チ・プログラム不足が顕著であり、OG へと反
映されていく方向性は確認できなかった。
CEP が“Lear & Share”へと名前を変えたよ
うに、YOG に参加したアスリート達が自国に
帰国後に成果を普及・伝達することが今後の
課題となってきていることが示唆された。 
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